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　平成２１年度決算１０議案（河

津町一般会計、河津駅前広

場整備事業特別会計、河津

町土地取得特別会計、河津

町国民健康保険特別会計、

河津町老人保健特別会計、

河津町介護保険特別会計、

河津町国民宿舎「かわづ」

運営事業会計、河津町後期

高齢者医療特別会計、河津

町水道事業会計、河津町温

泉事業会計）は、決算審査

特別委員会（萩原清男委員

長）に付託されました。総

務課、窓口税務課、保健福

祉課、議会事務局、産業振

興課、建設課、教育委員会

に関する事務及び農業委員

会に関する事務をそれぞれ

決算審査いたしました。

　決算審査特別委員会は意

見書を附帯して認定すべき

ものと決定しました。本会

議上、萩原決算審査特別委

員会委員長の報告を受け、

全員賛成で認定されました。

������

専決処分の報告について

車両事故による損害賠償額を定めること

について

損害賠償額９６，６００円を損害保険で支払う。

������

専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度一般会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ６６８千円を追加し総額を

それぞれ３，５１０，５３５千円とする。

�������

平成２２年度地方特定道路整備事業荻の入

２号線道路拡幅工事請負契約について

４８，１３２千円で株式会社大塩組と契約

�������

平成２２年度河津町一般会計補正予算（第

３号）

歳入歳出それぞれ３，１０８千円を追加し、総

額をそれぞれ３，５１３，６４３千円とする。
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　普通会計決算額は、歳入

４３億２，６６８万円（対前年度

比２．４％増）歳出４０億８，４０２

万９千円（同比２．２％増）歳

入、町税は５．５％減、固定

資産税４．１％減、国庫支出

金では国の政策による補助

金交付金により増額。繰入

金については平成２０年度完

成した学校給食センター建

設基金等の繰入がなく減額。

健全化判断比率については

実質公債費比率１２．４％、将

来負担比率７６．２％、当町の

財政は健全財政である。
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　平成２３年度から平成３２年

度までの１０年間の将来像の

町民１，２００人にアンケート調

査し、６６％が住みよい町、

一方少子高齢化の不安もあ

ると回答。

��������	

　町民税等一般会計９５． １４

％、国保税８９．６９％、後期高

齢者医療制度の保険料は普

通特別徴収合計で９９．８９％で

県下１位の徴収率、県滞納

整理機構への平成２２年度の

移管は１０件、２，１３２万円で

８月末で３件３９５万円の完

納。

�������

　国民健康保険加入者で４０

歳以上１，８５１人対象者に対

し、５３２人が受診、後期高

齢者は７７４人の対象者に対

し、１９１人が受診した。

��������	
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　新たな支援事業として「子

育て交流サロン」の設置。

このサロンは子育て中の親

子が気軽に訪れ、交流の場

としての施設、サポーター

を配置し、場所は保健福祉

センターの１室を活用、時

間は役場開庁日の午前１０時

から午後４時まで。

��������	

　これに関するアンケート

調査実施、１５０件を超える回

答を得た。その他に検討会

の開催の周知をした所多数

参加希望者があり、抽選で

決定。また今後は近隣市町

を見学し研究協議したい。

��������	��
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　社会医療法人ジャパン・

メディカル・アライアンス

が新指定管理者に決まる。

平成２４年５月に新病院開院

予定。１５年間の指定管理で

ある。

�������

　海水浴場の入込みは、今

井浜で５５，２２９人（前年比

１１２．５％）、河津浜で６，４３７人

（前年比１５１．６％）。バガテ

ル公園入園状況は８月末の

累計で、４３，２６６人（前年比

７９．３％）、温泉施設では、

見高入谷高原温泉では、８

月末累計で３，９６３人、踊り

子温泉会館が３０，９９０人 （前

年比９９．５％）、サンシップ

今井浜が１５，５４１人（前年比

１０５．６％）。

������

　本町と伊東市、下田市、

東伊豆町、南伊豆町の２市

３町での「伊豆観光圏整備

計画」国の補助を受けるこ

とができなくなったが、県

の補助を受けることが出来

事業を展開していく各市町

の負担割合が示された。

��������	


　河津桜まつりも２０回を数

え１００万人イベントとして定

着してきた。こうした中で

「河津桜とまちづくり」の

取組みを中心とした河津桜

サミットの開催を計画した。

��������	

　桜並木整備工事は、８月

３１日に入札を実施し、さく

ら建設�が落札し、１，４７４万

２，０００円で契約した。

�������

　県単独農業農村整備事業

で、梨本地区の県単水路改

（５）
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　８月２６日に定例会が開か

れた。平成２２年２月１日か

ら７月３１日までの事業報告

があり、火災発生件数は１２

件で前年比４件の増、河津

町の発生件数は２件で１件

の増、救急出動は１，２９２件

で１，２０８人を搬送、河津分署

は２１８件で９件の増、ドク

ターヘリは、５５件の要請、

５４人が搬送された。予防業

務は、河津町６３件の立入検

査を実施。議案は専決処分

の承認。平成２１年度決算認

定歳入８２１，２８６，９４３円、歳出

８１０，５０８，０７３円、その他２２年

度補正予算１件を可決。

����������

　管理者の諸般の報告、山

田、横嶋両議員の一般質問

につづき次の議案を審議し、

いずれも可決認定された。

監査委員に関する条例の一

部改正。補正予算。病院会

計決算。介護老人保健特別

会計決算。監査委員の選任。

������������

　南高跡地に建設予定の新

病院の指定管理者ＪＭＡは

静岡県では社会医療法人の

認定がなく、指定管理者に

なる事ができない。従って、

静岡県内での資格の取得を

目指すとの報告があった。

　８月２６日組合議会８月定

例会が下田市で開かれた。

管理者の石井下田市長の行

政報告で、西伊豆町の使用

料減免や、１９年から行われた

火葬炉等の耐震工事が完了

との報告があり、今後１５年

間は対応出来るとの見通し。

　認定第１号、平成２１年度

歳入歳出決算を認定。

　報告第１号、専決処分と

して２２年度補正予算（１号）、

指定金融機関の指定変更を

承認。

　議案第４号、２２年度の補正

予算（２号）を承認。

修工事については、施工延

長１１６ｍで土留工５５� 土留柵

４５ｍを施工、�大塩組が落

札し、１８３万７，５００円で契約

した。

��������	

　地方特定道路整備事業で

町道荻ノ入２号線道路拡幅

工事は、初景橋から１６８．３ｍ

間を平均幅員５ｍに拡幅工

事で�大塩組が落札し、

４，８１３万２千円で契約した。

繰越事業で町道荻ノ入１号

線改良工事は、施工延長４６．１

ｍでロックボルト工８３０� を

施工、東海建設�が落札し、

４，４６２万５千円で契約した。

この工事に伴う用地買収測

量を�日測コンサルタント

が落札し、１４３万８，５００円で

契約した。

��������	��


�

　６月２３日の豪雨により、

町道の法面崩壊が３箇所、

落石等が３箇所、土石流出

が１箇所、早急に修繕。

�����

　県事業の田中バイパス工

事に伴って、歩道部３４９ｍに

ポリエチレン管埋設する水

道管工事は東海建設�が落

札し、８３７万９千円で契約し

た。その他送水管の老朽化

による破損事故また、大堰

浄水場の耐震構造化の早急

な実施が必要。

��������	
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　河津中学校バックネット

補修工事は、�大塩組が落

札し、１８９万円で契約した。

西小学校校庭フェンス補修

工事は�大塩組が落札、２２０

万５，０００円で契約した。繰越

事業の南小学校校舎屋上改

修工事は、東海建設�が落

札、３，７５７万７，４００円で契約

した。
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���湯ヶ野地域の観光開

発は早期に活性化計画を。

外国人インバウンド対策と

してのサービスの提供は。

参加型の加工体験、特産物

の提供も良いのでは。

���上地区の活性化協議

会とで町づくりを進めねば

����
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���町民に知らせる情報

が少ない。負の資産は長期

的事業で経営内容が良くな

い事業ばかりだ。不能欠損

金はいかに解決するか。

�����������
�����
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���荒廃農地対策として、

貸し農園や農業体験による

喜びを感じる農業従事者の

育成、また鳥獣対策は。

���荒廃農地対策は町外

から体験農業的に貸し農地

として荒廃地を防ぎ、人口

増加に繋がれば良いと思う。

鳥獣害対策は猟友会の協力

で対策を講じ、東伊豆町と

連携して取り組む。

���お年寄りの生活不安

を無くす対策は。町外者で

町を思う心ある人達の意見

を求める組織づくりは。任

意摂取ワクチンの助成は。

���民生委員や包括支援

センター等公的サービスを

実施し、高齢者の不安解消

に努める。町内者が気が付

かない点を見出してくれる

ような提案もある。多くの

方の提案を受け実施出来た

ら。任意摂取ワクチンは生

活支援として助成したい。

と考える。静岡空港から伊

豆半島へ、富士山も見え温

泉、海の幸も豊富で誘客対

策を講じないと、河津の損

失になる。今後は伊豆東海

岸の国際モデル事業と連携

し誘客に努めたい。

���各施設のみでなく行

政を含め情報公開が必要と

考える。極力時効による欠

損を出さぬよう努力する。
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���家庭対象のアンケー

ト調査結果は。進捗状況は。

���保育園、幼稚園、 各小

学校のご協力で、 約８１．６％、

１５１名の保護者から回答頂き、

集計の結果、利用希望者が

８６名になる。南小学校に余

裕教室がなく施設設備の課

題、送迎の問題、障害児へ

の対応等を検討し、特色の

ある学童保育を進めたい。

���預かり時間も最低で

も６時位までどうか、平成

２３年４月実施目標になるか。

���４月実施に向け色々

検討を重ねなければならな

いが、多くの希望があるの

で可能であれば前倒しをし

て実施したい。
� ����������������

���南禅寺の静岡県内最

古の薬師如来座像をはじめ

とする２６体の格式高い仏像

が保存されている。今後の

保存計画は。

���保存の建物が老朽化

し、建替えの

要望が出てい

る。施設の整

備についても、

地域振興、観

光振興に繋が

る建物の建設

を検討してい

る。駐車場の

整備も進め、
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������������	
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���町内で一番重要な役

場前から笹原サークルＫ付

近までの田中笹原バイパス

及び田中から見高入谷エリ

アへの道路の整備計画は。

���上峰から役場への田

中バイパスは平成２３年度に

橋梁の完成、２４年度に舗装

工事を行い、２５年度に事業

が完了の予定。笹原から役

場までの６００ｍは整備方針を

決め、田中地区、地権者の

方々のご理解を頂きながら

方向性を決めなければなら

ない。見高入谷・田中道路

については今後ふるさと農

道整備事業が継続されれば、

県に要望したい。

観光施設としての環境整備

もしたい。保存については、

谷津区にお世話になり管理

して頂いている。文化財で

あるので教育委員会がしっ

かりと保存について対応す

る。

���今後のスケジュール

は。

�������県下で観光

事業に対する要望が増えて

いる。県の一定の枠の補助

金だが、県と協議し、来年

度中には実施したい。管理

面は谷津区と協議する。

���河津は集落が分散し

た地域である。福祉バスが

検討されていると思うが、

進捗状況は。

���区長会を通してアン

ケート調査を実施した。上

佐ヶ野、大鍋、泉奥原地区、

あるいは下地区でも大きな

期待が寄せられている。公

用車で上地区３地区対象に

試行運転をし、実態調査、

検討したい。
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�������　富士山静岡空港

利用促進会議（静

岡市）

�������　平成２２年５月分例

月出納検査結果報

告書を受ける

�������　河津町夏期対策連

絡協議会 （役場）

����　議会広報編集委

員会

����　夏の交通安全県

民運動街頭広報

（湯ヶ野地内）

�������　議会広報編集委

員会

�������　今井浜海水浴場

海開き（今井浜）

�������　河津町議会第４

回臨時会

�������　平成２２年６月分例

月出納検査結果報

告書を受ける

�������　賀茂郡町議会議

長会（東伊豆町）

�������　伊豆温泉所在５

都市議員研修会

（伊豆市）

�������　静岡県市町議会

議員研修会

�������　平成２２年７月分例

月出納検査結果報

告書を受ける

�������　議会広報編集委員

会

���������
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て、特に観光シーズンになりま

すと各種イベント等により観光

客が来町不慣れな運転が多く、

交通事故の増加が懸念される所

であります。この様に我々交通

指導員は児童生徒を安全に登校

させる事を使命に思って毎日頑

張っております。子供達の「お

はようございます」の一声、元

気な大きな声で挨拶を交わすと

「よし明日も頑張ろう」と云う

気力が湧いてきます、今後も町

内より交通事故を無くすよう我々

交通指導員は一丸となって一生

懸命努力してまいります。これ

には行政、警察の方々を始め、

町民の皆様の御協力無くしては

達成出来ません。

 ������� � � �

　私は平成１０年４月１日付で河

津町交通指導員を委嘱されまし

た。平成２２年４月１日から指導

員会会長と云う大役を仰せつか

りました。もとより浅学非才な

私ですが、交通指導員の皆様の

ご協力を頂き、会の発展に努力

していきたいと思います。毎朝

児童の登校時の通学指導、春夏

秋冬の交通安全運動、各種イベ

ントへの参加協力等、本会は自

動車社会の発展に伴い交通事故

から子供を守る事を目的に昭和

５１年発足致しました。現在は安

全対策も充実されつつあります

が、反面交通量が大変多くなっ
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　本来、議会が議決又は決定し

なければならない議案について、

特定の場合に（町）長が一存で

決める事をいう。議会が成立し

ないとき、議会招集の時間がな

����

いとき、議会が議決しないと

き、又は議会の権限に属する軽

易な事項につき議会の委任に基

づく場合など、（町）長の専決

処分が認められている。しか

し、最近マスコミを賑わしてい

る様な専決処分の乱用は絶対に

あってはならない。
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